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介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
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令和４年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム
-全国25拠点-（相談窓口 17箇所、リビングラボ 8箇所）
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相談窓口の取組 -概要-

「相談窓口」機能では、主に介護現場からの介護ロボットに関する相談や、介護ロボットの試用貸出、
体験展示、さらに研修会の開催といった取組を行っています。
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各種相談への対応

介護ロボットの試用貸出

体験展示

研修会の開催
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相談窓口では、介護施設に対する個別の伴走支援も行っています。支援を受けた施設は、介護ロボッ
トの導入・活用で得た経験を、他施設に伝達できるベンチマークとなることを目指します。

■ 伴走支援のイメージ

相談窓口の取組 –相談対応・伴走支援-
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・試行錯誤を繰り返し、
介護ロボットの本格導入
を目指す

・介護現場の課題抽出
・介護ロボットの選定

・導入計画書の作成
・介護ロボットの試行的
運用

▼
訪問③

▼
訪問①

▼
訪問②

訪問後に適宜フォローアップ
訪問後は、電話等で状況確認。必要に応じてアドバイザーがサポートを実施

手順1

改善活動
の準備を
しよう

現場の課題を
見える化
しよう

実行計画を
立てよう

改善活動に
取り組もう

改善活動を
振り返ろう

実行計画を
練りなおそう

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

手順2 手順3 手順4 手順5 手順6

導入プロセス
での気づきや
試行錯誤を
含めた経験を
他施設に伝達
できる
ベンチマーク
施設の創出
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相談窓口の取組 –試用貸出リスト-

相談窓口から介護施設に貸し出す介護ロボットのリストは、厚生労働省「福祉用具・介護ロボット実
用化支援等一式」の受託者が作成する介護ロボットの試用貸出リストを使用しています。

■ 介護ロボットの試用貸出リストの例

(出所)：公益財団法人テクノエイド協会HP 「介護ロボットの試用貸出リスト」 より抜粋
http://techno-aids.or.jp/robot/file03/2021rentallist.pdf
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相談窓口の取組 –試用貸出のスキーム-

開発企業様と各相談窓口の協力のもと、介護施設等に対する介護ロボットの貸出を行っています。

■ 試用貸出のスキーム

※厚生労働省「福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式」の受託者が作成する介護ロボットの試用貸出リストを使用

相談窓口
貸出の依頼

介護施設等 開発企業

試用貸出リスト
の周知

貸出の依頼

貸出結果の報告

貸出
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相談窓口の取組 -体験展示-

相談窓口では、実際に介護ロボットの一連の活用場面がイメージできる体験型の展示コー
ナーを用意しています。
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※各相談窓口では「ロボット技術の介護利用における重点分野」（平成29年10月改定）における6分野13項目に該当する製品及び介護ロボットの試用貸出リストの中から原則8種類の介護ロ
ボットの展示を行っています。
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相談窓口の取組 –研修会-

各相談窓口では、介護ロボットに関する研修会を実施しています。
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研修会の開催概要の一例

研修の様子
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支援事例：青森県介護啓発・福祉機器普及センター

見守り支援機器導入希望のある施設に伴走的に支援(1/2)
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対応内容・
結果

【対応内容】
①アンケート実施や意見交換の場を設定し課題整理を支援
②実行計画づくりにあたり、介護ロボットの紹介やメーカーとの連絡調整、実行計画作成を支援

（例や案を提示）
1か月程度のデモを調整し機器の機能・操作上の疑問点等に回答。改善策立案支援
KPI：前と後で何が変わるか？指標の例示、マニュアル：こんな風に使おう！の意見集づくり

③他施設の活用方法紹介（ipodとネックスピーカーの活用）

【対応結果】
眠りスキャンを試行的に導入し改善活動に取組中。マニュアル案は次ページのとおり
（ipodに無料アプリをダウンロードしネックスピーカによる音声入力でメモを活用）

掲載可能な写真・資料等
を添付ください

（研修の様子、
成果物イメージ等）

ロボットの分野 見守り

相談内容
詳細

【伴走支援施設】養護老人ホーム（特定施設）
見守り支援機器を導入したい。導入に当たり、どのように進めていくか助言を受けたい。本格導入は2023年度を予定している。

工夫点・
気づき

・実行計画や改善策の様式を例示したり、他施設の事例紹介などでイメージが付けられた様子。ハードルが高くならないよう分かりやすい
表現（意見集、何が変わる？など）を心掛けた。また、コンタクト（訪問、Zoom等）を取ることが職員さんを後押ししていることが分かっ
たので、特別な用事はなくとも定期的にコンタクトを取るよう意識して進めていきたい。

相談内容種別 課題の見える化、導入計画づくり、試行的導入、マニュアル作成

相談者の声
職員）介護ロボットの知識がなかったので詳しく説明を聞け、その都度進捗確認をしてもらって助かっている。特に、指標（KPI）。どのよ

うに数値化してよいか分からなかったので、具体的に例を示してもらい進めやすかった。
管理者の声）窓口スタッフが訪問することが職員の前に進む力になっていて助かります。
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支援事例：青森県介護啓発・福祉機器普及センター

見守り支援機器導入希望のある施設に伴走的に支援(2/2)
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リビングラボの取組 -概要-

リビングラボでは、介護ロボットの安全性や使用効果の評価や検証、介護現場での実証時の専門的・
技術的な助言を行っています。
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介護ロボットの製品評価・効果検証

開発中のロボットの安全性や使用効果の
評価・検証を実施します。

介護現場での実証支援

実証時の評価・データ分析方法の専門的・
技術的な助言をします。
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リビングラボの取組 –全国8拠点-
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リビングラボ支援事例
非装着・非接触型のモーショントレーニングツールTANOを使用したレクリエーションの実証評価
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相談内容
• センサーが体の動きや発声を捉え、ゲームのような感覚で楽しみながら機能計測や改善を行うリハビリテー

ションツール（TANO）をレクリエーションに用いることで、介護職員や被介護者の負担になることはない
か、生産性への影響はあるか知りたい。

支援内容

• 実環境にてデモ機の設置を行い、実証施設の責任者（ホーム長・副ホーム長）、ケアリーダー、レクリエー
ション担当の介護職員、理学療法士のもと、実証を実施。

• 実際のレクリエーション場面で使用してもらい、精度安全性、介護士の負担軽減、被介護者の品質維持
向上、生産性向上の４つの観点で評価を行った。

結果

• 実環境におけるTANOの精度を確認することができた。レクリエーションの事前準備の手間・時間が省け、
慣れていない職員でもレクリエーションを実施出来たことから、介護士の精神的負担の軽減が示された。

• また、介護時間が増えたことから、利用者との会話・コミュニケーションが増え、被介護者にレクリエーションを
楽しんでもらえることが確認できた。

• その他、体力測定のニーズを開発企業へ伝えたところ、介護現場で実施する体力測定のメニューを製品
機能へ反映することとなった。今後、模擬環境と実環境にて更なる実証を実施予定。

企業の声

• 当初はレクの業務負荷を減らす目的で実証を行っていたが、Future Care Lab in Japanより声をいた
だき、体力測定の目的も含めた製品開発の気づきに繋げることが出来た。

• 施設のレクリエーションの月間スケジュールに「TANO」専用の時間を設定していただき、スタッフの方から直
接、楽になったという声が聞けたことで製品開発に自信を持つことが出来た。

相談
企業名

• TANOTECH株式会社
https://tanotech.jp/company

各リビングラボのご紹介資料 https://www.kaigo-ns-plat.com/ns_livinglab.pdf

https://www.kaigo-ns-plat.com/ns_livinglab.pdf
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介護現場（ニーズ）と企業（シーズ）をマッチングさせ、介護分野のテクノロジーの開発を支援します。
また、企業同士のマッチングも促進することで、介護テクノロジー市場の形成を加速させます。

https://www.kaigo-ns-plat.com/

ニーズ・シーズマッチング支援事業とは

https://www.kaigo-ns-plat.com/
https://www.kaigo-ns-plat.com/
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開発企業（シーズ）に対する支援の概要

本事業におけるマッチング支援
① ニーズリストを介したニーズの紹介、取次
② 実証・検証に関わる相談及びフィールド（介護施設・リビングラボ等）の紹介
③ 企業（製品、技術を有する開発企業、製品の普及・活用促進を行う企業）の紹介、取次

企業がマーケット情報を収集するためのフィールド等を紹介することで、企業の参入検討・開発・製品普
及を支援します。



©2022 令和4年度介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築業務等一式事業

NS事業とPF事業の連携によるニーズリストの拡充

相談窓口、業務アドバイザー、リビングラボに集まる現場ニーズをニーズリストに連携することで、現場の
ニーズや課題を企業側に広く周知し、より現場ニーズに即したソリューション開発を加速させます。

介護現場

介護現場

介護現場

介護現場

相談窓口
＋

業務アドバイザー
＋

リビングラボ

NS事業

開発企業

開発企業

開発企業

開発企業

ニーズリスト

現場の
ニーズ・課題

プラットフォーム事業
ニーズ・シーズマッチング

支援事業

連 携
ビジネス
チャンス
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ニーズリスト（施設の場合）

https://www.kaigo-ns-plat.com/needs/institution.html

https://www.kaigo-ns-plat.com/needs/institution.html
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ビデオコンテンツ『介護分野の歩き方』シリーズ

■『介護分野の歩き方』シリーズ公開済みコンテンツ

# 分類 タイトル 講師所属 講師(敬称略)

1

介護分野
の動向

介護業界のDX、テクノロジー活用ニーズ
の高まり

善光会 宮本 隆史

2 介護現場における生産性向上について 厚生労働省 佐々木 憲太

3
経済産業省におけるロボット介護機器産
業の政策について

経済産業省 安川 一代

4
介護保険制度、介護業界、介護現場
(介護行為)の特性を理解する

シルバーサービス振興会 久留 善武

5
在宅介護の特徴的な課題と機器開発
の動向

NTTデータ経営研究所 山内 勇輝

6

機器開発

介護分野への企業の参入動向と開発の
課題について

NTTデータ経営研究所 山内 勇輝

7
介護ロボットの開発動向とニーズ把握の
重要性

九州工業大学大学院 柴田 智広

8
ロボット介護機器の開発プロセス～開発
のV字モデル～

産業技術総合研究所 中坊 嘉宏

9
介護ロボットの開発から利活用に向けた
倫理的配慮ポイントと倫理審査

産業技術総合研究所 梶谷 勇

10

事業化

ニーズを反映した製品開発・事業展開 TANOTECH 三田村 勉

11
介護現場に寄り添った販売、アフターフォ
ローについて

マルベリー 谷 勇司

■公開イメージ

閲覧ページ
https://www.kaigo-ns-plat.com/

介護分野に参入検討する企業向けに、介護分野を解説するビデオコンテンツを制作し公開いたしまし
た。

https://www.kaigo-ns-plat.com/
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マッチング
サポーター
対応内容

• 介護現場のニーズに即したデータの見せ方、データ記録の取り方など、
現場での利用方法について助言を行った。

• 介護現場で要望が多い生体情報（体温、血圧、心電図など）や
求められるセンシング技術等について説明を行った。

• データを介護記録に直接入力出来るようになると、転記作業が不要と
なり業務負担軽減に繋がるアドバイスを行った。

相談内容

• 夜間の見守り業務における精神的・身体的負担について、現場ニー
ズが知りたい。

• センシング技術を活用したデータ収集と、レポート機能の活用が求めら
れる介護現場のニーズがあるか知りたい。

今後の流れ
• ニーズや評価手法に関する相談、実証の準備を行いたい。介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム事業

を利用して、リビングラボへ相談を行いたい。実環境における見守りシステムの実用性評価を準備中。

企業の反応 • マッチングサポーターの専門的な知識で、介護現場のニーズやロボットに関する見識を深めることができた。

相談企業
• 株式会社ツカモトコーポレーション

（和装関連商品の加工及び販売）
• 参入状況：介護ロボット（見守りセンサー）を自社開発している

ニーズ・シーズマッチング支援の具体事例
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本事業のホームページでは、介護施設や開発企業の方が活用できる全国の助成金・補助金や、介護
ロボットの製品情報などのお役立ち情報を掲載しています。

（参考）プラットフォーム事業のホームページのご紹介

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム https://www.kaigo-pf.com/

助成金・補助金の情報 介護ロボットの便覧、PV動画集
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https://www.kaigo-pf.com/
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